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②　底打ちして勾配をとる場合は、Ｕ字溝底部をチッピングの上、無収縮モルタルを使用すること。
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街渠工参考図１(両面歩車道境界ブロックＡ)
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街渠工参考図２(両面歩車道境界ブロックＢ)
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図 4-15

街渠工参考図３(両面歩車道境界ブロックＣ)
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※1　ア) 開口部については、一宅地１箇所とし、4.2ｍの開口以下とする。

　　 イ) 隣り合った宅地の車両出入りを、同一の開口部で利用する場合や、車両２台を駐車する場合、相互で出入りする場合の開口幅は、6.0ｍを上限とする。
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